
☆天文の基礎知識 多くの天体の形が球に近いわけ

地球をはじめ、月・金星・火星など多くの天体は、ボールのような球に近い形をしています
が、そのわけは次のように考えられます。

どんな物でも、その物ができるもとになっているもの(原子や分子)が引き合っているので、

その原子や分子が自由に動けるような状 態の場合は、できるだけ近づいて小さなかたまりにな
ろうとします。

そのため、面積が決まっているものであれば、静かな水面にこぼした一滴の油のように、

三角形や四角形にならないで、周囲の長さが一番短い円になるし、体積が決まっているもの

であれば角ぼった形にならないで、表面の面積が一番小さい球になろうとします。

下の図の球・立方体・四角錐の体積はどれも約4・8立方センチメートルですが、表面の面積

は球が一番小さいです最
地球や月など、今は固

まっている多くの天体も

できたころはやわらかく

て自由に形が変えられる

ときがあったようです。

そのため、体積が決まっ

ていても、表面積が一番

小さい球に近い形になっ

たと考えられます。

★星空たんけん 《冬のダイヤモンドと水星を見よう〉

2月号でも紹介しました「冬のダイヤモンド」ですが、全体が西にだいぶかたむき、 4月がこのダ

イヤモンド(冬の六角形ともいう)を見る最後のチャンスです。見やすい時期は、月の明かりのない4

月9日ころから23日ころです。

日を中心にした数日間はちょう

ど水星(光度0.1等)がとても

見つけやすいところにあります。

あのガリレオも見たことがない

といわれている、見るのがとて

もむずかしい水星を、金星と岩

木山のてっぺんとで作る点線の

三角形をめじるしにさがしてみ

てください。 4月23日へ25

日には、この中に細く欠けた月

も加わり、とても美しい光景に

なると思います。双眼鏡があ

る人はぜひ向けてみてください。

下の図は4月1 2日の日の入りから約1時間後のようすですが、この


